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令和７（２０２５）年１2月の調査結果



「エネルギー価格高騰の内、ガソリン価格が下がったことにより、車両に係わるコストが下がったこ

とは好材料であるが、弊社の場合その関連割合は多くないため、引き続きエネルギー価格や物価上昇

に伴うコスト抑制について取り組む必要性は変わらない。売上の 12 月実績と今後の見通しについて

は、大型公共工事業が堅調であることと、防災関連事業の需要の高まりから好調と判断される」（地質

調査）「12月は畳工事が増加した。」（畳工事請負・畳製造販売） 

「化粧品容器の受注がインバウンドで回復傾向にあったが、日中関係悪化による訪日客の減少で影響

が出るのが心配」（プラスチック加工）「生産性向上に注力し、給与改訂の検討していく」（油脂加工製 

造業）「年明け早々売上並びに利益が予想以上に悪化した。ここ数カ月は辛抱。」（その他の鉄鋼業） 
 
「12月はブラックフライデーの反動若しくは気温高止まりの影響か、衣料と住居余暇関連の季節もの

が不振。食品は米と卵の相場高や冷凍食品が好調、反対に、相場が崩れている農産や不漁及び価格高

騰の水産が厳しく、特にお惣菜はコロナ禍の外食離れで潤っていたものが、ここに来て外食の復活で

売上が厳しい（自店でもフードコートは賑わっている）ヘルス＆ビューティはインフルエンザが前倒

しで流行し「処方箋」「市販薬」「予防」で大きく伸長している。この状況は 2 月の決算まで続く見込

みで、経費削減を進めて最終利益の確保に動いているが先は見通せていない。」（大型小売）「前年と同

時期に歳末イベントを行ったが、あまり集客も売上も良くなかった」（その他の各種商品小売業） 

１２月の全産業合計の業況ＤＩ値（前年同月比ベー

ス、以下同じ）は、▲２５．０（前月水準▲２１．７）

となりマイナス幅が３．３ポイント拡大した。 

各業界、イベント事業が思いのほか伸びず、売上は横

ばい。建設業では、大型公共事業が堅調なのに加え、防

災関連事業の需要増加から先行きの見通しも好調。一

方、卸・小売業では、需要と供給による品目ごとの売買

に差はあるものの、イベント時期の売上としてはやや低

調。来年の春に向けて課題改善を図るコメント多数。 

「国内旅行は熊の影響が大きく、取り消しが相次いだ。海外旅行は円安の影響を懸念しつつもコロナ

前の水準に戻しつつあり、令和 8 年は期待がもてる」（旅行）「売上増収も食材や質材、おせち料理の

原価上昇などにより利益は横ばい」（日本料理）「省力化の設備や、従業員の猛暑対策の設備などを導

入したいため、補助金や助成金を活用していきたい」（ゴルフ練習場）「学習塾は1月から4月が最も

問い合わせが増えるため、広告宣伝を考えているが、新聞チラシなど最早効果が見込めないため、ど

のように認知してもらうか、媒体の選定に悩んでいる」（学習塾） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                             
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
  

原価上昇やコスト高による経営課題は依然続くも、各業界では新年を見据えた先行投資等に期待か  

回答期間：令和7年12月19日～令和8年1月6日  調査対象：柏市内173業所及び組合にヒアリング、回答数64 

柏の景気情報（令和７年１２月の調査結果のポイント） 

 

 
 

全産業合計では、「柏の景気」が▲２５．０に対し、「ＣＣＩ－ＬＯＢＯ」が▲１８．０で、柏のほうがマイナス幅が

７．０ポイント大きい。「柏の景気」の方が良い業種は、建設業である。「柏の景気」の方が悪い業種は、製造業、卸小売

業、サービス業である。 

前月と比べたＤＩ値の動き    改善    横ばい   悪化 

★調査結果のまとめ 

★全国の商工会議所早期景気観測調査（CCI－LOBO）との比較 

★業種別の動向 



特に好調 好調 まあまあ 不振 極めて不振

DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0 0＞DI≧▲25 ▲25＞DI

業況DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

0.3
▲ 25.0  16.6 ▲ 33.3 ▲ 42.1 ▲ 27.7

▲ 18.0 ▲ 14.7 ▲ 21.6 ▲ 24.0 ▲ 9.9

売上DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 25.0  8.3 ▲ 40.0 ▲ 36.8 ▲ 22.2

▲ 5.6 ▲ 7.5 ▲ 8.1 ▲ 8.4 5.1

採算DI  全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 21.8  33.3 ▲ 46.6 ▲ 31.5 ▲ 27.7

▲ 17.7 ▲ 14.7 ▲ 18.4 ▲ 21.0 ▲ 13.7

仕入単価DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 60.9 ▲ 50.0 ▲ 60.0 ▲ 68.4 ▲ 61.1

▲ 59.7 ▲ 63.1 ▲ 57.0 ▲ 65.0 ▲ 59.3

従業員DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

 23.4  50.0  13.3  10.5  27.7

22.4 39.3 12.3 15.6 28.9

資金繰りDI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 10.9 ▲ 8.3 ▲ 20.0 ▲ 5.2 ▲ 11.1

▲ 12.1 ▲ 7.5 ▲ 14.3 ▲ 18.9 ▲ 9.5

今月の柏の景気天気図
柏の景気情報と全国CCI‐LOBOとの比較
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 3 調査期間：2025年12月11日～17日 
 
調査対象：全国の326商工会議所が2,455企業 
     にヒアリング調査を実施 

Ｃ Ｃ Ｉ － Ｌ Ｏ Ｂ Ｏ 
商 工 会 議 所 早 期 景 気 観 測（ 12 月速報） 
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全国産業別業況ＤＩの推移 
｢見通し｣は当月水準に比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ 

 全産業 建 設 製 造 卸 売 小 売 ｻｰﾋﾞｽ 
７月 ▲18.9 ▲12.3 ▲ 20.0 ▲ 18.7 ▲ 27.1 ▲  15.8 

８月 ▲18.8 ▲13.4 ▲ 19.7 ▲ 26.6 ▲ 27.0 ▲  11.6 

９月 ▲18.6 ▲10.2 ▲ 23.9 ▲ 24.8 ▲ 23.6 ▲  12.3 

１０月 ▲18.9 ▲13.5 ▲ 21.0 ▲ 24.2 ▲ 29.3 ▲  10.0 

１１月 ▲17.9 ▲16.5 ▲ 19.7 ▲ 24.7 ▲ 26.4 ▲  7.7 

１２月 ▲18.0 ▲14.7 ▲ 21.6 ▲ 23.4 ▲ 24.0 ▲  9.9 

見通し ▲17.8 ▲ 11.7 ▲ 17.6 ▲ 23.8 ▲ 22.8 ▲  15.6 
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令和7年

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1～3月 ( 12～2月 )

全産業 ▲ 15.7 ▲ 23.4 ▲ 14.4 ▲ 17.3 ▲ 21.7 ▲ 25.0 ▲ 6.2 ( ▲ 5.7 )

建  設 ▲ 20.0 ▲ 26.6 ▲ 35.7 ±0.0 ±0.0 △ 16.6 △ 8.3 ( △ 18.1 )

製  造 ±0.0 ▲ 31.2 ▲ 25.0 ▲ 16.6 ▲ 38.8 ▲ 33.3 ▲ 6.6 ( ±0.0 )

卸・小売 ▲ 33.3 ▲ 22.2 ▲ 10.0 ▲ 30.0 ▲ 30.0 ▲ 42.1 ▲ 21.0 ( ▲ 25.0 )

サービ ス ▲ 9.0 ▲ 13.3 △ 5.2 ▲ 18.1 ±0.0 ▲ 27.7 ±0.0 ( ▲ 5.0 )

令和７年（２０２５年）１２月の動向
【業況について】

業況ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「好転」の回答割合ー「悪化」の回答割合

１２月の全産業合計のＤＩ値（前年同月比ベース、以下同じ）は、▲２５．０（前月水準▲２

１．７）となり、マイナス幅が３．３ポイント拡大した。

先行き見通し

向こう３ヶ月（１月から３月）の先行き見通しについては、全産業では、▲６．２（前月水準▲

５．７）となり、マイナス幅が０．５ポイント拡大した。
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業況ＤＩ値（前年同月比）の推移
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■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の業況について



○

令和7年

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1～3月 ( 12～2月 )

全産業 ▲ 14.2 ▲ 20.3 ▲ 17.3 ▲ 16.0 ▲ 11.5 ▲ 25.0 ▲ 6.2 ( ▲ 1.4 )

建  設 ▲ 13.3 ▲ 20.0 ▲ 21.4 △ 20.0 △ 27.2 △ 8.3 ±0.0 ( ▲ 18.1 )

製  造 ▲ 6.6 ▲ 18.7 ▲ 43.7 ▲ 16.6 ▲ 55.5 ▲ 40.0 ±0.0 ( △ 5.5 )

卸・小売 ▲ 33.3 ▲ 27.7 ▲ 5.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 36.8 ▲ 21.0 ( ▲ 5.0 )

サービ ス ▲ 4.5 ▲ 13.3 ▲ 5.2 ▲ 27.2 △ 15.0 ▲ 22.2 ±0.0 ( △ 5.0 )

先行き見通し

売上ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「増加」の回答割合ー「減少」の回答割合

向こう３ヶ月（１月から３月）の先行き見通しについては、全産業では、▲６．２（前月水準▲

          １．４）となり、マイナス幅が４．８ポイント拡大した。

○

【売上について】

１２月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲２５．０（前月水準▲１１．

５）となり、マイナス幅１３．５ポイント拡大した。

▲ 60.0

▲ 40.0

▲ 20.0

±0.0

△ 20.0

△ 40.0

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1～3月

ＤＩ値

月別

売上ＤＩ値（前年同月比）の推移

全産業

建 設

製 造

卸・小売

サービス

22%

31%
47%

22%

33%

45%

21%

21%
58%

13%

34%53%

33%

42%

25%

円グラフの外側から、

建設業

製造業

卸・小売業

サービス業

全産業

■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の売上について



令和7年

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1～3月 ( 12～2月 )

全産業 ▲ 22.8 ▲ 18.7 ▲ 24.6 ▲ 21.3 ▲ 20.2 ▲ 21.8 ▲ 9.3 ( ▲ 10.1 )

建  設 ▲ 26.6 ▲ 20.0 ▲ 28.5 △ 6.6 △ 9.0 △ 33.3 ±0.0 ( ±0.0 )

製  造 ▲ 13.3 ▲ 31.2 ▲ 43.7 ▲ 33.3 ▲ 50.0 ▲ 46.6 ▲ 13.3 ( ▲ 11.1 )

卸・小売 ▲ 38.8 ▲ 16.6 ▲ 25.0 ▲ 35.0 ▲ 30.0 ▲ 31.5 ▲ 21.0 ( ▲ 20.0 )

サービ ス ▲ 19.0 ▲ 6.6 ▲ 5.2 ▲ 18.1 ±0.0 ▲ 27.7 ±0.0 ( ▲ 5.0 )

１２月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲２１．８（前月水準▲２０．

２）となり、マイナス幅が１．６ポイント拡大した。

【採算について】

向こう３ヶ月（１月から３月）の先行き見通しについては、全産業では、▲９．３（前月水準▲

１０．１）であり、マイナス幅が０．８ポイント縮小する見通しである。

○

2.0

先行き見通し

採算ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「好転」の回答割合ー「悪化」の回答割合

○

▲ 60.0

▲ 40.0

▲ 20.0

±0.0

△ 20.0

△ 40.0

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1～3月

ＤＩ値

月別

採算ＤＩ値（前年同月比）の推移

全産業

建 設

製 造

卸・小売

サービス
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16%
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47%
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53%

42%

50%

8%

円グラフの外側から、

建設業

製造業

卸・小売業

サービス業

全産業

■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の採算について



○

令和7年

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1～3月 ( 12～2月 )

全産業 ▲ 60.0 ▲ 65.6 ▲ 66.6 ▲ 70.6 ▲ 63.7 ▲ 60.9 ▲ 51.5 ( ▲ 57.9 )

建  設 ▲ 40.0 ▲ 73.3 ▲ 64.2 ▲ 80.0 ▲ 72.7 ▲ 50.0 ▲ 33.3 ( ▲ 45.4 )

製  造 ▲ 66.6 ▲ 62.5 ▲ 75.0 ▲ 66.6 ▲ 61.1 ▲ 60.0 ▲ 40.0 ( ▲ 50.0 )

卸・小売 ▲ 72.2 ▲ 72.2 ▲ 75.0 ▲ 80.0 ▲ 75.0 ▲ 68.4 ▲ 68.4 ( ▲ 75.0 )

サービ ス ▲ 59.0 ▲ 53.3 ▲ 52.6 ▲ 59.0 ▲ 50.0 ▲ 61.1 ▲ 55.5 ( ▲ 55.0 )

向こう３ヶ月（１月から３月）の先行き見通しについては、全産業では、▲５１．５（前月水準

▲５７．９）となり、マイナス幅が６．４ポイント拡大する見通しである。

先行き見通し

【仕入単価について】
○ １２月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲６０．９（前月水準▲６３．

７）となり、マイナス幅２．８ポイント縮小した。

仕入単価ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「下落」の回答割合ー「上昇」の回答割合

▲ 120.0

▲ 100.0

▲ 80.0

▲ 60.0

▲ 40.0

▲ 20.0

±0.0

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1～3月

ＤＩ値

月別

仕入単価ＤＩ値（前年同月比）の推移

全産業

建 設

製 造

卸・小売

サービス
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65%
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円グラフの外側から、

建設業

製造業

卸・小売業

サービス業

全産業

■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の仕入単価について



○

令和7年

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1～3月 ( 12～2月 )

全産業 △ 14.2 △ 18.7 △ 14.4 △ 28.0 △ 23.1 △ 23.4 △ 21.8 ( △ 27.5 )

建  設 △ 46.6 △ 40.0 △ 35.7 △ 46.6 △ 45.4 △ 50.0 △ 50.0 ( △ 36.3 )

製  造 △ 6.6 △ 12.5 △ 6.2 △ 27.7 △ 16.6 △ 13.3 △ 13.3 ( △ 27.7 )

卸・小売 ▲ 5.5 △ 5.5 △ 5.5 ±0.0 ±0.0 △ 10.5 △ 5.2 ( △ 10.0 )

サービ ス △ 13.6 △ 20.0 △ 15.7 △ 40.9 △ 40.0 △ 27.7 △ 27.7 ( △ 40.0 )

向こう３ヶ月（１月から３月）の先行き見通しについては、全産業では、△２１．８（前月水準

△２７．５）となり、プラス幅５．７ポイント縮小する見通しである。

【従業員について】
○ １２月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、△２３．４（前月水準△２３．

１）となり、プラス幅が０．３ポイント拡大した。

先行き見通し

従業員ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「過剰」の回答割合ー「不足」の回答割合

▲ 15.0

△ 5.0

△ 25.0

△ 45.0

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1～3月

ＤＩ値

月別

従業員ＤＩ値（前年同月比）の推移

全産業

建 設

製 造

卸・小売

サービス

28%

67%

5%
33%

61%

6% 16%
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円グラフの外側から、

建設業

製造業

卸・小売業

サービス業

全産業

■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の従業員について



令和７年

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1～3月 ( 12～2月 )

全産業 ▲ 10.0 ▲ 7.8 ▲ 10.1 ▲ 9.3 ▲ 7.2 ▲ 10.9 ▲ 7.8 ( ▲ 10.1 )

建  設 ▲ 13.3 ▲ 6.6 ▲ 21.4 ±0.0 △ 9.0 ▲ 8.3 ±0.0 ( ±0.0 )

製  造 ▲ 20.0 ▲ 18.7 ▲ 25.0 ▲ 25.0 ▲ 11.1 ▲ 20.0 ▲ 13.3 ( ±0.0 )

卸・小売 ▲ 16.6 ±0.0 △ 5.0 ▲ 10.0 ▲ 10.0 ▲ 5.2 ▲ 5.2 ( ▲ 20.0 )

サービ ス △ 4.5 ▲ 6.6 ▲ 5.2 ▲ 18.1 ▲ 10.0 ▲ 11.1 ▲ 11.1 ( ▲ 15.0 )

先行き見通し

資金繰りＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「好転」の回答割合ー「悪化」の回答割合

【資金繰りについて】

１２月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１０．９（前月水準▲７．

２）となり、マイナス幅が３．７ポイント拡大した。

向こう３ヶ月（１月から３月）の先行き見通しについては、全産業では、▲７．８（前月水準▲

１０．１）となり、マイナス幅が２．３ポイント縮小する見通しである。

○

○

▲ 50.0

▲ 30.0

▲ 10.0

△ 10.0

△ 30.0

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1～3月

ＤＩ値

月別

資金繰りＤＩ値（前年同月比）の推移
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建設業
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卸・小売業
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■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の資金繰りについて



【採算ＤＩ】

【仕入単価ＤＩ】

【資金繰りＤＩ】

【従業員ＤＩ】

【売上ＤＩ】

全国（ＣＣＩ‐ＬＯＢＯ）との比較
【CCI－LOBOとは】

日本商工会議所が各地商工会議所のネットワークを活用し、地域や中小企業が「肌で感じる足元の 景況感」や「直面する経営課題」を

全国ベースで毎月調査し、その結果を集計・公表するものです

【業況ＤＩ】

柏▲ 25.0

全国▲ 18.0

▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 0.0 10.0 20.0 30.0

全産業

建設

製造

卸小売

ｻｰﾋﾞｽ

好転悪化

柏 全国

柏▲ 25.0
全国▲ 5.6

▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 0.0 10.0 20.0 30.0
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ｻｰﾋﾞｽ

増加減少

柏 全国
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▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

全産業

建設

製造

卸小売

ｻｰﾋﾞｽ

好転悪化

柏 全国

柏▲ 60.9
全国▲ 59.7

▲ 100.0 ▲ 80.0 ▲ 60.0 ▲ 40.0 ▲ 20.0 0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

全産業

建設

製造

卸小売

ｻｰﾋﾞｽ

下落上昇

柏 全国

柏 23.4 全国 22.4
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業種別

【業種別】業界内トピックス



【業種別】業界内トピックス



質問Ａ

1 2 3 1 2 3
増加 不変 減少 増加 不変 減少

1 2 3 1 2 3
好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

1 2 3 1 2 3
下落 不変 上昇 下落 不変 上昇

1 2 3 1 2 3
不足 適正 過剰 不足 適正 過剰

1 2 3 1 2 3
好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

1 2 3 1 2 3
好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

質問Ｂ

       ＜業種別回収状況＞

44
31.6%
34.1%

回答数
37.0%
回収率調査産業 調査対象数

173
38

64全 産 業

46

建   設 12
15
19

製   造
卸  ・  小売
サ ー ビ  ス

※ＤＩ値と景気の概況

質問事項
回  答  欄

前年同月と比較した

今月の水準

今月の水準と比較した向こ

う3ヶ月の先行き見通し

45 18 40.0%

※ＤＩ値（景況判断指数）について

41.3%

DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0

ｅ.業況

0＞DI≧▲25

ａ.売上高（出荷高）

ｂ.採算

（経常利益ベース）

ｃ.仕入単価

ｄ.従業員

調査方法と調査票
下記「質問Ａ」をＤＩ値集計し、「質問Ｂ」で

「業界内のトピック」の記述回答。

▲25＞DI

DI値は、業況・売上・採算などの各項目についての、判断の状況を表す。

ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向きを表す回答の割合が多いこと

を示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回答の割合が多いことを示

す。したがって、売上高などの実数値の上昇率を示すものではなく、強気・

弱気などの景気感の相対的な広がりを意味する。

ＤＩ ＝ （増加・好転などの回答割合） － （減少・悪化などの回答割合）

ｆ.資金繰り

業界内のトピック（記述式）

調査要領
回 答 期 間

柏市内１７３事業所及び組合にヒアリング

令和7年１２月１９日 ～ 令和８年１月６日

調 査 対 象 

まあまあ 不振 極めて不振特に好調 好調


